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女
性
の
科
学
へ
の
道
筋
を
開
拓
し
た
エ
レ
ン
・ス
ワ
ロ
ウ
・リ
チ
ャ
ー
ズ 

（
１
８
４
２
ー
１
９
１
１
） 

 

女
性
が
少
数
の
科
学
分
野 

  

一
九
〇
一
年
の
創
設
以
来
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
科
学
部
門
三
賞
（
物
理
学
、
化
学
、
生
理
学
・
医
学
）

の
受
賞
者
数
の
合
計
は
六
二
八
名
で
す
が
、
女
性
は
二
度
も
受
賞
し
た
Ｍ
・
キ
ュ
リ
ー
、
ゲ
ノ
ム
編

集
の
仕
組
を
発
明
し
た
Ｅ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
と
Ｊ
・
ダ
ウ
ド
ナ
な
ど
一
五
名
で
全
体
の
二
・
四
％

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
女
性
の
研
究
者
数
が
少
数
で
あ
っ
た
か
ら
と
想
像
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
二
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
も
受
賞
者
数
一
五
七
名
の
う
ち
女
性
は
七
名
で
比
率
は

四
・
五
％
で
す
。 

  

そ
の
よ
う
な
高
度
な
発
明
や
発
見
を
し
た
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
で
も
科
学
技
術
全
般
で
女

性
の
研
究
者
数
は
少
数
で
す
。
二
〇
一
八
年
の
調
査
結
果
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
三
九
％
、
ア
メ
リ
カ

が
三
三
％
、
ド
イ
ツ
が
二
八
％
、
フ
ラ
ン
ス
が
二
七
％
な
ど
欧
米
で
は
三
割
か
ら
四
割
で
す
が
、
ア

ジ
ア
で
は
韓
国
が
二
〇
％
、
日
本
が
一
七
％
と
低
率
で
す
。
今
回
は
女
性
が
研
究
を
職
業
と
す
る
こ

と
が
現
在
よ
り
は
る
か
に
困
難
で
あ
っ
た
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
で
敢
然
と
挑
戦
し
た
女
性
学
者

を
紹
介
し
ま
す
。 

 

女
子
大
学
に
入
学 

  

ア
メ
リ
カ
北
東
の
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
州
都
ボ
ス
ト
ン
か
ら
北
西
に
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ニ
ュ

ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
と
の
州
境
に
ダ
ン
ス
テ
ー
ブ
ル
と
い
う
都
市
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
約
三
三
〇

〇
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
〇
年
前
に
は
五
五
〇
人
弱
の
農
村
で
し
た
。
一
八
四
二
年
一
二

月
、
こ
こ
に
生
活
す
る
ピ
ー
タ
ー
と
フ
ァ
ニ
ー
・
ス
ワ
ロ
ウ
夫
妻
に
一
人
の
女
児
が
誕
生
し
、
エ
レ

ン
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
（
図
１
）
。
両
親
は
二
人
と
も
教
師
で
し
た
が
、
や
が
て
父
親
は
農
場
を
経

営
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 
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エ
レ
ン
は
小
柄
で
病
弱
で
し
た
が
、
田
園
生
活
の
効
果
で
次
第
に
健
康
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
両

親
は
子
供
を
地
域
の
学
校
に
は
通
学
さ
せ
ず
、
一
六
歳
ま
で
家
庭
で
教
育
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
エ

レ
ン
が
一
七
歳
に
な
っ
た
と
き
に
隣
町
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ォ
ー
ド
に
引
越
し
て
商
店
を
開
業
し
、
エ
レ

ン
を
ウ
ェ
ス
ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
さ
せ
ま
し
た
。
エ
レ
ン
が
卒
業
す
る
と
一
家
は
さ

ら
に
リ
ト
ル
ト
ン
に
移
転
し
、
父
親
は
商
店
を
経
営
し
、
エ
レ
ン
も
手
伝
い
な
が
ら
地
元
の
学
校
で

教
師
に
な
り
ま
す
（
図
２
）
。 

 

 
  

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
活
に
満
足
し
な
か
っ
た
エ
レ
ン
は
二
三
歳
に
な
っ
た
一
八
六
五
年
に
両

親
か
ら
独
立
し
て
ウ
ー
ス
タ
ー
と
い
う
都
市
に
移
住
し
、
様
々
な
仕
事
を
し
な
が
ら
質
素
な
生
活
を

し
て
高
度
な
教
育
の
機
会
の
た
め
に
貯
蓄
を
し
ま
す
。
当
時
、
女
性
が
入
学
で
き
る
大
学
は
存
在
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
資
金
に
余
裕
の
あ
る
醸
造
業
者
Ｍ
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ポ
キ
プ

シ
ー
に
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
を
設
立
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
入
手
し
、
単
身
、
ポ
キ
プ
シ
ー
に
移
住

し
ま
し
た
。 

  

す
で
に
二
六
歳
で
あ
っ
た
エ
レ
ン
は
特
別
学
生
と
し
て
第
三
学
年
に
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
時
の
社
会
に
は
女
性
が
高
度
な
教
育
を
享
受
す
る
こ
と
に
賛
成
で
は
な
い
風
潮
が
あ
り
、
服

装
や
態
度
も
制
約
さ
れ
、
学
外
で
の
行
動
に
も
干
渉
さ
れ
、
授
業
も
高
度
な
内
容
で
は
な
く
、
エ
レ

ン
は
両
親
に
「
学
校
は
十
分
に
勉
強
さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
」
と
手
紙
を
送
付
し
て
い
る
ほ
ど
で
し
た
。

図１ 少女時代（1848 年頃） 図２ 1864 年頃 
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し
か
し
、
彼
女
の
能
力
は
頭
抜
け
て
お
り
、
一
八
七
〇
年
に
首
席
で
卒
業
し
、
学
士
の
称
号
を
授
与

さ
れ
ま
す
。 

 

一
九
世
紀
に
創
設
さ
れ
た
名
門
大
学 

  

エ
レ
ン
が
大
学
で
勉
強
し
て
い
た
一
八
六
〇
年
代
は
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
な
転
換
時
期
で
し
た
。
一

八
六
五
年
に
南
北
戦
争
が
終
戦
と
な
り
、
社
会
で
の
女
性
や
黒
人
の
地
位
向
上
運
動
が
芽
生
え
は
じ

め
た
の
で
す
が
、
教
育
や
研
究
の
分
野
の
解
放
は
進
展
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
エ
レ
ン

は
卒
業
し
た
も
の
の
教
職
の
仕
事
も
な
く
、
父
親
の
仕
事
を
手
伝
う
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
ボ
ス
ト
ン
の
化
学
薬
品
会
社
に
就
職
の
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
新
設
の
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
工
科
大

学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
に
打
診
す
る
こ
と
を
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。 

  

ア
メ
リ
カ
東
部
の
ア
イ
ヴ
ィ
・
リ
ー
グ
と
総
称
さ
れ
る
名
門
大
学
の
大
半
は
一
八
世
紀
に
創
設
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
は
一
八
六
〇
年
代
に
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。
そ
こ
で
エ
レ
ン
は
Ｍ

Ｉ
Ｔ
に
入
学
許
可
の
依
頼
の
手
紙
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
一
八
七
〇
年
一
二
月
に
化
学
学
科
に
特
別

学
生
と
し
て
学
費
も
免
除
し
て
入
学
を
許
可
す
る
と
い
う
返
信
が
到
達
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
エ
レ

ン
は
自
然
科
学
分
野
の
大
学
に
入
学
し
た
世
界
最
初
の
女
子
学
生
に
な
っ
た
の
で
す
。 

  

大
学
で
た
だ
一
人
の
女
性
と
し
て
の
生
活
で
は
、
服
装
や
態
度
を
目
立
た
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど

数
多
く
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
日
常
の
連
続
か
ら
体
調
不
良
に
な
っ
て
し
ま
い
、
短

期
の
帰
省
を
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
悲
劇
が
発
生
し
ま
し
た
。
実
家
に
到
着
し
た
直
後
に
父
親
が
列
車

に
は
ね
ら
れ
て
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
病
弱
の
母
親
の
世
話
を
す
る
た
め
、
ボ
ス
ト

ン
か
ら
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
方
の
ウ
ー
ス
タ
ー
に
あ
る
実
家
と
を
往
復
し
て
研
究
生
活
を
継
続

し
ま
し
た
。 

 

新
設
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
入
学 

  

エ
レ
ン
が
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
前
年
の
一
八
六
九
年
に
ア
メ
リ
カ
で
は
最
初
と
な
る

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
保
険
局
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
第
二
の
移
民
と
さ
れ
る
ピ
ル
グ

リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
の
人
々
が
帆
船
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
ボ
ス
ト
ン
の
南
側
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

海
岸
に
あ
る
プ
リ
マ
ス
に
到
着
し
て
か
ら
二
五
〇
年
が
経
過
し
た
時
期
で
す
が
、
す
で
に
現
代
の
環

境
汚
染
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
問
題
が
発
生
し
て
い
た
状
況
を
反
映
し
た
行
政
の
行
動
で
す
。 

  

そ
の
設
立
趣
旨
に
「
自
身
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
人
間
の
身
体
的
本
姓
、
倫
理
的
本
姓
、

知
性
的
本
姓
を
別
々
に
分
離
し
て
対
処
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
作
用
し
て
お
り
、

ど
れ
か
に
危
害
を
も
た
ら
す
影
響
は
他
者
に
も
危
害
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。

農
業
が
産
業
の
中
心
で
あ
っ
た
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
内
に
も
多
数
の
工
場
が
立
地
し
、
人
口
も
急
速
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に
増
加
し
て
い
た
た
め
、
河
川
や
湖
沼
の
汚
染
が
住
民
の
生
活
に
影
響
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
た
こ

と
を
反
映
し
た
文
章
で
す
。 

  

こ
の
州
保
健
局
の
設
立
趣
旨
が
エ
レ
ン
の
研
究
の
将
来
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
州
保

健
局
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
Ｗ
・
Ｒ
・
ニ
コ
ル
ズ
に
州
内
の
湖
沼
の
水
質
検
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。
当
初
、
ニ

コ
ル
ズ
は
女
性
の
入
学
に
反
対
の
立
場
で
し
た
が
、
調
査
の
手
助
け
に
適
切
な
人
材
を
探
索
し
た
結

果
、
エ
レ
ン
が
最
適
の
人
材
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
助
手
に
採
用
し
ま
す
。
ニ
コ
ル
ズ
が
先
進
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
技
術
の
調
査
に
出
張
し
て
い
る
期
間
も
、
エ
レ
ン
は
単
独
で
調
査
を
し
、
成
果
を
蓄
積

し
て
い
き
ま
す
。 

  

一
八
七
三
年
に
ニ
コ
ル
ズ
が
議
会
に
提
出
し
た
報
告
に
は
「
分
析
作
業
の
大
半
は
ミ
ス
・
エ
レ
ン
・

ス
ワ
ロ
ー
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
正
確
で
あ
る
こ
と
は
彼
女
の
貴
重
な
援
助
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
彼
女
の
成
果
に
よ
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ

で
は
環
境
科
学
が
活
発
に
な
り
、
空
気
の
汚
染
や
土
壌
の
汚
染
を
研
究
す
る
学
者
が
登
場
し
、
後
者

の
中
心
が
鉱
物
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
Ｈ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
教
授
で
、
一
八
七
五
年
に
二
人
は
結
婚
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
（
図
３
）
。 

 

 
 

 

エ
レ
ン
に
は
数
多
く
の
業
績
が
あ
り
ま
す
が
、
専
門
分
野
で
は
バ
ナ
ジ
ウ
ム
の
単
離
が
あ
り
ま
す
。

バ
ナ
ジ
ウ
ム
（
原
子
番
号
二
三
）
は
一
九
世
紀
に
発
見
さ
れ
た
元
素
で
す
が
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
バ
ナ

ジ
ウ
ム
の
含
有
が
不
明
な
鉱
石
か
ら
バ
ナ
ジ
ウ
ム
を
単
離
す
る
実
験
を
エ
レ
ン
に
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
わ
ず
か
○
・
○
二
％
し
か
含
有
し
て
い
な
い
元
素
の
単
離
に
成
功
し
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

こ
の
業
績
を
評
価
し
た
彼
女
の
卒
業
し
た
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
は
唯
一
授
与
で
き
る
文
学
修
士
の
称

号
を
授
与
し
ま
し
た
。 

  

ア
メ
リ
カ
で
も
女
性
の
高
等
教
育
へ
の
参
加
が
次
第
に
社
会
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

運
動
を
推
進
し
て
い
た
作
家
の
Ｔ
・
Ｗ
・
ヒ
ギ
ン
ス
ン
が
一
八
七
三
年
六
月
に
ボ
ス
ト
ン
で
「
女
性

図３ エレンとロバート夫妻 
（1904） 
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の
高
等
教
育
」
と
い
う
講
演
を
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
女
性
教
育
協
会
の
集
会
で
も
同
様
の
議
論
が

な
さ
れ
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
人
物
と
し
て
エ
レ
ン
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
か
ら
理
学
の
学
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
し
て
も
自
然
科
学
分
野
の
女
性
学
士
の

最
初
で
し
た
。 

 

ホ
ー
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
を
展
開 

  

大
学
は
卒
業
し
た
も
の
の
博
士
の
学
位
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
教
授
と
し
て
就
職
す
る
機

会
が
な
く
困
惑
し
て
い
た
エ
レ
ン
に
Ｍ
Ｉ
Ｔ
は
無
給
で
は
あ
る
が
大
学
で
研
究
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
三
一
歳
に
な
っ
て
い
た
エ
レ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
学
費
免
除
で
教
育
と
研
究
の

機
会
を
付
与
し
て
く
れ
た
大
学
や
社
会
へ
の
恩
返
し
を
決
意
し
ま
す
。
そ
の
一
部
と
し
て
一
八
七
三

年
に
ボ
ス
ト
ン
女
子
高
校
で
一
六
人
の
女
性
に
化
学
を
教
育
す
る
活
動
が
開
始
さ
れ
、
エ
レ
ン
は
授

業
を
担
当
し
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
な
活
動
の
効
果
に
よ
り
社
会
で
は
女
性
が
高
等
教
育
を
享
受
で
き
る
機
会
を
創
設
す

る
機
運
が
高
揚
し
、
一
八
七
六
年
に
Ｍ
Ｉ
Ｔ
は
化
学
の
特
別
学
生
は
性
別
に
関
係
な
く
入
学
で
き
る

と
決
定
し
、
世
界
最
初
の
女
性
の
た
め
の
科
学
研
究
所
も
創
設
さ
れ
、
実
質
の
運
営
を
エ
レ
ン
が
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
七
八
年
に
は
特
別
学
生
と
い
う
制
度
も
撤
廃
さ
れ
、
全
米
か
ら
入

学
し
て
き
た
女
子
学
生
は
卒
業
し
て
全
米
に
離
散
し
、
各
地
で
化
学
部
門
の
男
女
共
学
を
実
現
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  

前
述
の
よ
う
に
一
八
七
五
年
に
結
婚
し
た
Ｒ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
と
Ｅ
・
ス
ワ
ロ
ウ
の
自
宅
は
多
数
の

友
人
や
学
生
が
集
合
す
る
場
所
と
な
り
、
次
々
と
交
友
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
友

人
関
係
か
ら
ホ
ー
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
（
家
政
学
）
と
い
う
概
念
が
誕
生
し
、
一
八
九
九
年
に
レ
イ

ク
・
プ
ラ
シ
ッ
ド
会
議
が
開
催
さ
れ
、
エ
レ
ン
は
議
長
に
就
任
し
ま
す
。
こ
れ
は
以
後
毎
年
開
催
さ

れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
一
九
〇
八
年
に
ア
メ
リ
カ
家
政
学
会
が
設
立
さ
れ
、
伴
侶
の
リ
チ
ャ
ー
ズ
が

初
代
会
長
に
就
任
し
ま
す
。 

  

エ
レ
ン
が
追
求
し
て
き
た
環
境
問
題
と
ホ
ー
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
が
関
係
あ
る
こ
と
を
疑
問
と
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
語
源
を
解
明
す
れ
ば
理
由
が
理
解
で
き
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
環
境

学
者
Ｅ
・
ヘ
ッ
ケ
ル
が
ギ
リ
シ
ャ
語
の
家
屋
を
意
味
す
る
「
エ
コ
」
と
学
問
を
意
味
す
る
「
ロ
ゴ
ス
」

を
合
成
し
た
造
語
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
が
環
境
学
で
、
秩
序
を
意
味
す
る
「
ノ
モ
ス
」
と
合
成
し
た
造

語
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
が
経
済
学
で
あ
る
か
ら
、
ホ
ー
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
は
言
葉
が
重
複
し
て
い
る

も
の
の
齟
齬
の
な
い
言
葉
で
す
。 

  

地
球
規
模
の
環
境
問
題
が
経
済
や
政
治
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
現
在
か
ら
す
れ
ば
、
エ
レ
ン
の
提

唱
し
た
ホ
ー
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
は
近
視
眼
的
な
印
象
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
巨
大
な
問
題
も
各
人

の
努
力
の
集
積
で
し
か
解
決
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
ホ
ー
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
は
大
変
に
重
要
な
学
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問
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
学
生
時
代
に
は
熱
望
し
な
が
ら
博
士
の
称
号
は
授
与
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
九
一
〇
年
に
名
門
の
ス
ミ
ス
大
学
か
ら
名
誉
博
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
、
翌
年
、

自
宅
で
死
去
し
ま
し
た
。 

 
 

 

つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
最
新
刊
は
『
凛
凛
た
る
人
生
』
（
遊
行

社
）
。 

  


